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熱帯島峡部 でフィリピン｡ 第6部 はエピローグとし
て,東南アジアと世界との関係が論ぜられる｡
とにかく,大冊である｡わたくLは,ただ 1章だけ
あたえられているタイについての部分を丹念に読んだ
が,わたくしの知るかぎり,ひとつの誤謬も見出され
なかった｡もちちん,地理学者が経済 ･政治 ･社会問
題を論ずるときの弱さ- それは地理学者の宿命であ
ろう- がなきにLもあらずだが,よくぞこれだけま
とめあげたものだと, 心から敬意を表せざるをえな
い｡これがわたくしの一言にしてまとめうる感想だ｡
(本間 武)
RonaldMcKie:MalaysiainFocus.Angus
andRobertson,Sydney,1963.xiii+236p.
去る1月27日づけの LifeInternational誌のアジ
ア問題特集号は,パキスタンから日本に至るアジア諸
国をカバーしている｡その論旨はTime-Lifeminded
と批難されるきらいはあるものの,きれいな写真で助
けられて,アジア諸国の現実の問題点を,おもしろく
解説している｡
このアジア問題特集号のうち,マレーシアに関する
解説は,ここに紹介する本署の抜革でもってあてられ
ている｡
Life誌が本書をそれほど高 く評価していることか
ら推察されるように, なかなか明快に, また興味深
く,マレーシアの最近の姿をとらえている｡著者のロ
ナル ド･マッキー氏は,オース トラリアのジャーナリ
ス ト｡旅行記というよりも,訪問旅行のすぐれた印象
記をおもしろく書 くことで知られている｡この本も,
その意味では成功している｡
とりわけ,オース トラリアが,東南アジアにたいし
て,いかに強い関心をもっているか,そのオース トラ
リアと東南アジアの結びつきが本書に強 くあらわれて
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